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Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
・
解
析
部
は
、
二
〇
一

四
年
一
月
一
四
日
～
三
〇
日
ま
で
の
期
間
で
、

産
別
労
組
と
企
業
別
組
合
を
調
査
対
象
と
す

る
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ
ー
・
モ
ニ
タ
ー
調

査
」
を
実
施
し
、
二
〇
一
四
年
春
季
労
使
交

渉
に
向
け
た
要
求
ス
タ
ン
ス
な
ど
を
尋
ね
た
。

こ
の
ほ
ど
、
と
り
ま
と
め
た
調
査
結
果
に
よ

る
と
、
回
答
が
あ
っ
た
八
つ
の
産
別
労
組
の

う
ち
七
組
織
が
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
（
定
期

昇
給
相
当
分
）
の
ほ
か
に
、
賃
上
げ
分
の
要

求
を
掲
げ
る
方
針
（
予
定
も
含
む
）
で
あ
る

と
回
答
し
た
。
設
定
さ
れ
た
賃
上
げ
分
の
水

準
は
、
率
の
場
合
は
お
お
む
ね
一
％
以
上
、

額
の
場
合
は
三
〇
〇
〇
～
四
〇
〇
〇
円
台
と

な
っ
て
い
る
。
一
方
、
企
業
別
労
組
の
回
答

結
果
を
み
る
と
、
回
答
が
あ
っ
た
一
四
組
織

の
う
ち
、
賃
上
げ
分
を
要
求
す
る
方
針
（
予

定
も
含
む
）
と
答
え
た
の
は
一
二
組
織
。
賃

上
げ
分
を
要
求
す
る
理
由
の
ト
ッ
プ
と
し
て

あ
げ
ら
れ
た
の
は
、「
物
価
上
昇
」
と
「
上
部

団
体
の
方
針
」
だ
っ
た
。

　

調
査
は
電
子
メ
ー
ル
で
調
査
票
を
送
付
す

る
方
式
。
当
機
構
か
ら
調
査
モ
ニ
タ
ー
を
委

嘱
し
て
い
る
二
六
の
産
別
労
組
お
よ
び
三
五

の
企
業
別
労
組
に
メ
ー
ル
を
送
付
し
、
産
別

労
組
で
は
八
組
織
、
企
業
別
労
組
で
は
一
四

組
織
か
ら
有
効
回
答
を
得
た
。
な
お
、
今
回

回
答
し
た
企
業
別
労
組
は
す
べ
て
産
別
労
組

に
加
盟
し
て
お
り
、
規
模
で
い
え
ば
大
手
労

組
に
属
す
る
。

産
別
労
組

　

産
別
労
組
の
調
査
結
果
か
ら
み
て
い
く
と
、

今
回
、
回
答
が
あ
っ
た
の
は
、
電
機
連
合
、

も
の
づ
く
り
産
別
労
組
の
Ｊ
Ａ
Ｍ
、
基
幹
労

連
、
生
保
労
連
、
運
輸
労
連
、
ゴ
ム
連
合
、

紙
パ
連
合
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
連
合
。
二
〇
一

四
春
闘
を
取
り
巻
く
情
勢
に
つ
い
て
は
、
日

本
経
済
が
回
復
基
調
に
あ
り
、
需
要
が
回
復

し
て
き
て
い
る
と
の
認
識
で
ほ
ぼ
一
致
し
た

が
、
各
産
業
に
お
け
る
企
業
の
業
績
に
つ
い

て
は
、
一
部
の
産
別
か
ら
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
と
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

電
機
も
一
三
年
初
め
か
ら
生
産
が
回
復

　

電
機
連
合
は
、
電
機
産
業
の
状
況
に
つ
い

て
、「
電
機
産
業
の
国
内
生
産
は
、電
子
部
品
・

デ
バ
イ
ス
分
野
で
前
年
同
期
実
績
を
上
回
っ

た
も
の
の
、
工
・
商
業
向
け
電
機
機
器
や
通

信
イ
ン
フ
ラ
の
需
要
の
低
迷
、
薄
型
テ
レ
ビ

の
生
産
が
落
ち
込
ん
で
お
り
、
生
産
額
全
体

で
、
対
前
年
同
期
比
二
・
〇
％
減
だ
っ
た
」

と
し
た
が
、「
二
〇
一
三
年
は
じ
め
か
ら
生
産

は
回
復
傾
向
に
あ
る
」
と
し
た
。
情
報
サ
ー

ビ
ス
産
業
に
つ
い
て
は
、「
ほ
ぼ
前
年
並
み
の

水
準
（
前
年
同
期
比
一
％
増
）
で
推
移
」
し

て
お
り
、「
今
後
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
導
入
に

よ
る
需
要
増
が
期
待
さ
れ
る
」
と
回
答
し
た
。

　

電
機
連
合
で
は
、
統
一
闘
争
を
構
成
す
る

大
手
組
合
を
中
闘
組
合
と
呼
ん
で
い
る
が
、

中
闘
組
合
企
業
の
二
〇
一
三
年
度
中
間
期
決

算
時
点
の
通
期
業
績
見
通
し
で
は
、
二
〇
一

二
年
度
実
績
か
ら
は
約
四
％
の
増
収
だ
が
、

利
益
面
を
み
る
と
各
利
益
で
大
幅
に
改
善
す

る
見
通
し
で
あ
り
、
こ
の
伸
び
率
は
売
上
高

の
伸
び
率
を
大
き
く
超
え
る
も
の
と
な
っ
て

い
る
と
い
う
。
そ
の
背
景
と
し
て
、「
こ
こ
数

年
の
事
業
構
造
改
革
や
、
円
安
の
影
響
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
中
間
決
算
時
点
で
は
、

上
方
修
正
を
行
っ
た
企
業
も
あ
り
、
国
内
景

気
回
復
や
海
外
市
場
・
為
替
の
動
向
と
い
っ

た
不
透
明
な
要
素
は
依
然
と
し
て
あ
る
も
の

の
、
二
〇
一
三
年
度
後
半
の
電
機
産
業
は
お

お
む
ね
回
復
が
見
込
ま
れ
る
」
と
説
明
し
た
。

　

鉄
鋼
、
造
船
重
機
、
非
鉄
の
三
部
門
に
大

き
く
分
か
れ
る
基
幹
労
連
は
、
鉄
鋼
関
係
で

は
、「
建
材
分
野
の
需
要
増
加
が
見
込
ま
れ
る

と
と
も
に
、
設
備
投
資
の
回
復
や
景
況
感
の

好
転
等
に
伴
い
、
製
造
業
向
け
も
需
要
の
増

加
が
期
待
さ
れ
、
各
社
に
て
フ
ル
生
産
の
計

画
で
あ
り
、
通
期
に
お
い
て
も
大
幅
な
収
益

改
善
が
見
通
さ
れ
て
い
る
」
と
し
、
総
合
重

工
関
係
に
つ
い
て
は
「
新
造
船
な
ど
の
受
注

減
少
に
対
し
、
航
空
・
宇
宙
や
プ
ラ
ン
ト
な

ど
各
々
の
得
意
分
野
を
活
か
す
こ
と
で
、
連

結
ベ
ー
ス
で
売
上
高
七
兆
四
二
〇
〇
億
円

（
前
年
度
比
八
・
八
％
増
）、
経
常
利
益
三

〇
三
〇
億
円
（
同
三
・
四
％
増
）
と
増
収
増

益
を
見
通
し
て
お
り
、
厳
し
い
環
境
下
で
も

収
益
拡
大
を
め
ざ
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
。

非
鉄
大
手
の
状
況
に
つ
い
て
は
「
為
替
の
円

安
傾
向
や
国
内
景
気
が
回
復
基
調
に
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
連
結
ベ
ー
ス
で
六
社
す
べ
て

で
増
収
と
な
り
、
売
上
高
は
四
兆
三
〇
二
七

億
円
（
前
年
度
比
八
・
六
％
増
）
と
な
っ
て

い
る
が
、
経
常
利
益
は
三
社
が
減
益
を
予
想

す
る
な
ど
、
二
八
三
八
億
円
（
同
一
・
一
％

増
）と
前
年
度
比
微
増
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
」

と
し
て
い
る
。

駆
け
込
み
需
要
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

　

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
連
合
は
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

産
業
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
、「
全
体
的

に
は
昨
年
比
、
横
ば
い
と
い
っ
た
感
じ
で
あ

る
」
と
し
つ
つ
、「
消
費
税
増
税
前
の
駆
け
込

み
需
要
な
ど
あ
り
、
業
種
で
い
え
ば
建
材
は

堅
調
に
推
移
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
。
セ

ラ
ミ
ッ
ク
ス
関
連
で
は
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
パ
ッ

ケ
ー
ジ
、
お
よ
び
、
自
動
車
排
ガ
ス
用
の
触

媒
単
体
が
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
と
い
う
。

　

ゴ
ム
連
合
は
、
ゴ
ム
産
業
の
動
向
に
つ
い

て
、「
二
〇
一
二
年
夏
以
降
エ
コ
カ
ー
補
助
金

の
終
了
と
新
興
国
経
済
の
失
速
、
中
国
の
反

日
活
動
の
影
響
に
よ
り
、
自
動
車
や
Ｏ
Ａ
機

器
関
連
事
業
の
減
産
や
企
業
の
設
備
投
資
の

縮
小
な
ど
を
受
け
減
産
傾
向
に
あ
っ
た
が
、

二
〇
一
三
年
春
以
降
は
自
動
車
生
産
の
上
方

修
正
や
建
設
機
械
の
増
産
、
公
共
投
資
の
促

進
な
ど
の
需
要
に
対
す
る
増
産
傾
向
が
表
れ

て
い
る
。
超
円
高
か
ら
円
安
傾
向
を
受
け
て
、

輸
出
製
品
の
収
益
改
善
が
顕
著
」
と
す
る
一

方
、輸
入
製
品
の
販
売
業
種
に
つ
い
て
は「
仕

入
れ
価
格
の
上
昇
か
ら
収
益
力
が
低
下
し
て

い
る
」
と
回
答
し
た
。

金
属
関
連
中
小
は
構
造
的
課
題
も
残
る

　

中
小
労
組
を
多
く
抱
え
る
Ｊ
Ａ
Ｍ
は
、「
中

産
別
要
求
は
１
％
以
上
、
３
０
０
０
～
４
０
０
０
円
台
が
中
心

―
―
単
組
は
物
価
上
昇
と
上
部
団
体
の
方
針
に
沿
っ
た
賃
上
げ
要
求
で

ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ
ー
・
モ
ニ
タ
ー
産
別
・
単
組
調
査
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小
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
企
業
に
お
い
て
も
受
注
量

増
に
よ
り
企
業
業
績
の
回
復
が
み
ら
れ
る
」

と
し
た
も
の
の
、「
業
種
な
ど
に
よ
っ
て
バ
ラ

ツ
キ
が
あ
る
」
と
コ
メ
ン
ト
す
る
と
と
も
に
、

「
円
安
に
よ
る
素
材
価
格
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

コ
ス
ト
が
高
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
特
に
鋳

鍛
造
な
ど
の
業
種
で
生
産
コ
ス
ト
増
が
経
営

を
圧
迫
し
て
い
る
。
特
定
の
元
請
け
企
業
と

の
取
引
が
中
心
の
下
請
け
企
業
で
は
生
産
コ

ス
ト
増
を
出
荷
価
格
に
転
嫁
で
き
な
い
企
業

が
あ
る
。
ま
た
消
費
増
税
分
に
つ
い
て
も
価

格
転
嫁
が
困
難
と
す
る
企
業
も
あ
る
」
と
個

別
企
業
に
お
け
る
厳
し
い
経
営
実
態
を
説
明

し
た
。

　

運
輸
労
連
は
、「
物
流
量
は
増
加
傾
向
に
あ

る
」
と
し
た
が
、「
燃
油
費
の
高
止
ま
り
、
環

境
コ
ス
ト
の
増
加
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
、
運

賃
・
料
金
収
受
の
低
下
が
改
善
さ
れ
て
い
な

い
な
ど
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
」
と

し
た
。

　

紙
パ
連
合
は
、「
紙
関
係
の
需
要
も
回
復
し

つ
つ
あ
る
」
と
回
答
。
た
だ
、「
典
型
的
な
内

需
産
業
で
あ
る
た
め
に
、
円
安
に
よ
る
原
燃

料
高
騰
や
電
力
料
金
の
値
上
げ
な
ど
で
、
各

社
の
企
業
業
績
は
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
」
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
料
金
の
値
上
げ
に
よ
る

経
営
圧
迫
を
説
明
す
る
と
と
も
に
「
紙
の
需

要
に
つ
い
て
は
電
子
化
の
進
展
や
少
子
化
に

よ
り
、
今
後
も
需
要
増
は
期
待
で
き
な
い
状

況
に
あ
る
」
と
先
行
き
に
つ
い
て
も
厳
し
い

見
方
を
示
し
た
。

　

生
保
労
連
は
、「
業
界
情
勢
は
、
業
績
や
資

産
運
用
環
境
等
か
ら
全
体
と
し
て
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。
各
社
の
経
営
状
況
も
区
々
で
あ

り
、
依
然
厳
し
い
会
社
も
あ
る
」
と
全
体
と

し
て
厳
し
さ
を
表
す
回
答
内
容
と
な
っ
た
。

生
保
は
賃
上
げ
の
統
一
要
求
見
送
り

　

二
〇
一
四
春
闘
に
向
け
た
要
求
ス
タ
ン
ス

と
具
体
的
な
賃
上
げ
要
求
基
準
を
み
て
い
く

と
、
八
組
織
の
う
ち
、
生
保
労
連
を
除
く
七

組
織
が
、
こ
う
し
た
産
業
情
勢
を
踏
ま
え
て

賃
上
げ
要
求
を
掲
げ
る
方
針
を
示
し
た
。
内

勤
職
員
に
つ
い
て
賃
上
げ
要
求
を
見
送
っ
た

生
保
労
連
は
、「
月
例
賃
金
に
つ
い
て
、『
実
質

賃
金
の
維
持
・
向
上
』
を
基
本
に
、
そ
の
重

要
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
る
消
費
者
物
価
に

つ
い
て
は
、
短
期
的
な
変
動
だ
け
で
な
く
中

期
的
ト
レ
ン
ド
で
捉
え
る
こ
と
の
妥
当
性
を

確
認
し
た
」
と
し
た
も
の
の
「
各
社
の
経
営

状
況
が
区
々
で
あ
り
、
各
組
合
の
賃
金
制
度

等
を
め
ぐ
る
課
題
が
個
別
化
し
て
い
る
こ
と

を
も
勘
案
し
、
統
一
し
て
『
賃
金
水
準
改
善

要
求
』（
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
）
に
取
り
組
む
状
況

に
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
」
と
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
代
わ
り
交
渉
の
場
で
は
、
消
費
者

物
価
が
上
昇
に
転
じ
つ
つ
あ
る
状
況
を
踏
ま

え
、「
賃
金
改
善
に
向
け
た
労
使
の
共
通
認
識

を
形
成
す
べ
く
、
積
極
的
な
協
議
を
行
う
」

こ
と
と
し
た
。

　

で
は
、
賃
上
げ
要
求
を
行
う
産
別
の
考
え

方
と
具
体
的
な
要
求
額
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
み

て
い
く
と
、
電
機
連
合
は
、「
実
質
生
活
の
維

持
・
向
上
に
向
け
た
労
使
に
よ
る
主
体
的
取

り
組
み
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
デ
フ
レ
脱
却

や
電
機
産
業
の
持
続
的
成
長
を
め
ざ
す
と

い
っ
た
、
社
会
や
産
業
に
対
す
る
社
会
的
役

割
を
従
来
以
上
に
意
識
し
た
取
り
組
み
を
行

う
」
と
し
、「
物
価
上
昇
に
よ
る
生
活
へ
の
影

響
な
ど
を
勘
案
す
る
と
と
も
に
、『
人
へ
の
投

資
』
に
よ
る
電
機
産
業
の
持
続
的
成
長
と
デ

フ
レ
脱
却
を
確
実
な
も
の
と
す
る
観
点
か
ら

賃
金
体
系
維
持
を
図
っ
た
う
え
で
、
賃
金
水

準
の
改
善
を
求
め
る
」
な
ど
の
考
え
方
で
、

統
一
要
求
基
準
と
し
て
、
開
発
・
設
計
職
基

幹
労
働
者
賃
金（
基
本
賃
金
、三
〇
歳
相
当
）

に
お
い
て
、「
賃
金
体
系
の
維
持
を
図
っ
た
う

え
で
賃
金
水
準
の
改
善
を
行
う
」
と
し
、「
水

準
改
善
額
（
引
上
額
）
を
四
〇
〇
〇
円
以
上

と
す
る
」
と
回
答
し
た
。

運
輸
労
連
は
水
準
低
下
分
も
要
求

　

Ｊ
Ａ
Ｍ
は
、「
全
て
の
加
盟
単
組
は
月
例
賃

金
の
引
き
上
げ
（
ベ
ア
）
に
こ
だ
わ
り
要
求

を
組
み
立
て
る
。
そ
の
際
は
賃
金
構
造
維
持

分
に
消
費
者
物
価
上
昇
率
と
生
活
改
善
分
を

加
算
す
る
」
と
と
も
に
、「
こ
れ
ま
で
に
（
過

去
）
賃
金
水
準
が
低
下
し
た
単
組
は
複
数
年

か
け
て
賃
金
水
準
を
復
元
す
る
た
め
の
原
資

と
し
た
一
五
〇
〇
円
以
上
を
要
求
す
る
」
な

ど
と
し
て
、
要
求
基
準
は
、「
賃
金
構
造
維
持

分
に
過
年
度
消
費
者
物
価
上
昇
率
（
一
％
と

想
定
）
と
生
活
改
善
分
と
し
て
平
均
所
定
内

賃
金
（
三
〇
万
円
）
の
〇
・
五
％
の
四
五
〇

〇
円
を
ベ
ア
分
と
し
て
要
求
す
る
」
と
回
答

し
た
。

　

運
輸
労
連
は
、「
所
定
内
労
働
時
間
賃
金
に
、

定
期
昇
給
（
相
当
）
分
の
一
・
五
％
と
、
過

年
度
物
価
上
昇
分
・
格
差
是
正
分
・
賃
金
水

準
復
元
分
な
ど
の
一
・
七
％
を
乗
じ
、
七
八

〇
〇
円
を
中
心
と
す
る
」
と
し
、
低
下
し
た

賃
金
水
準
の
復
元
分
も
盛
り
込
ん
だ
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

　

二
年
サ
イ
ク
ル
で
賃
金
交
渉
し
て
お
り
、

今
回
が
交
渉
の
年
に
当
た
る
基
幹
労
連
は
、

「
デ
フ
レ
経
済
か
ら
の
脱
却
を
確
実
な
も
の

と
す
る
た
め
に
、
正
規
・
非
正
規
に
関
わ
ら

ず
働
く
者
す
べ
て
の
所
得
と
生
活
水
準
の
低

下
に
歯
止
め
を
か
け
、
経
済
成
長
と
所
得
向

上
を
同
時
に
実
現
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」「
そ
の
た
め
に
、
賃
金
改
善
に
よ
っ
て

働
く
者
す
べ
て
の
実
質
生
活
を
守
る
と
と
も

に
、
成
長
成
果
を
適
正
に
配
分
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
消
費
マ
イ
ン
ド
を
改
善
し
、
個
人
消

費
の
拡
大
に
よ
っ
て
国
内
経
済
の
活
性
化
を

促
す
取
り
組
み
を
積
極
的
に
す
す
め
て
い

く
」
と
の
考
え
方
の
も
と
、
賃
金
改
善
要
求

基
準
を
「
二
〇
一
四
年
度
三
五
〇
〇
円
、
二

〇
一
五
年
度
三
五
〇
〇
円
を
基
準
」
と
し
た
。

　

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
連
合
は
、「
連
合
方
針
・
政

労
使
合
意
内
容
を
受
け
、
賃
上
げ
要
求
に
取

り
組
む
」
と
し
、
全
組
合
が
一
％
基
準
の
賃

上
げ
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
格
差
是
正
の

取
り
組
み
と
し
て
、
個
別
賃
金
（
三
五
歳
一

七
年
勤
続
）
で
二
四
万
円
未
満
の
組
合
は
、

一
〇
〇
〇
円
基
準
で
格
差
改
善
原
資
の
要
求

も
行
う
。

紙
パ
は
物
価
を
加
味
し
一
〇
〇
〇
円
以
上

　

紙
パ
連
合
は
、
人
口
減
少
や
電
子
化
・
Ｉ

Ｔ
化
に
伴
う
構
造
的
要
因
に
よ
り
需
要
が
縮

小
し
て
い
る
こ
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ベ
ー
ス
で

の
競
争
激
化
、
原
燃
料
価
格
の
高
騰
に
よ
る

さ
ら
な
る
価
格
修
正
な
ど
、
紙
パ
ル
プ
・
紙

加
工
産
業
は
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
に
あ
る

も
の
の
、「
物
価
上
昇
の
局
面
に
あ
る
こ
と
で
、
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実
質
生
活
の
維
持
・
向
上
を
は
か
っ
て
い
く

た
め
に
も
月
例
賃
金
に
こ
だ
わ
っ
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
各
企
業
と
も
こ
の
厳
し
い
状
況
を
乗
り

切
る
た
め
に
は
、
企
業
基
盤
を
支
え
る
『
人

へ
の
投
資
』
が
必
須
で
あ
り
、
組
合
員
の
働

く
意
欲
や
活
力
の
高
揚
を
は
か
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
」
と
し
て
、
賃
上
げ
要
求
す
る
。

　

要
求
基
準
は
、
平
均
賃
上
げ
要
求
方
式
で

取
り
組
む
場
合
は
、「
生
活
改
善
分
と
し
て
消

費
者
物
価
上
昇
分
を
加
味
し
一
〇
〇
〇
円
以

上
と
す
る
」
と
し
、
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
の

把
握
が
可
能
な
組
合
は
、「
賃
金
カ
ー
ブ
維
持

分
を
確
保
し
、
生
活
改
善
分
一
〇
〇
〇
円
以

上
」
と
す
る
。
一
方
、
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分

の
算
定
が
困
難
な
組
合
は
、「
五
〇
〇
〇
円

（
格
差
是
正
分
含
）
＋ 

生
活
改
善
分
一
〇

〇
〇
円
以
上
の
六
〇
〇
〇
円
以
上
」
と
す
る
。

産
業
間
格
差
の
是
正
も
賃
上
げ
理
由
に

　

賃
上
げ
要
求
を
掲
げ
た
組
織
に
、
そ
の
理

由
を
尋
ね
る
と
、
過
年
度
物
価
上
昇
に
よ
る

実
質
生
活
へ
の
影
響
と
デ
フ
レ
脱
却
な
ど
が

共
通
し
て
多
く
の
組
織
か
ら
あ
が
っ
た
。
ま

た
、「
産
業
間
格
差
の
拡
大
防
止
を
図
り
、
ゴ

ム
産
業
の
社
会
的
位
置
付
け
を
維
持
す
る
」

（
ゴ
ム
連
合
）、「
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
連
合
の
個

別
賃
金
水
準
は
他
産
業
と
比
較
し
て
も
低
い

水
準
に
あ
る
た
め
、
連
合
方
針
に
追
従
し
な

け
れ
ば
格
差
が
広
が
る
」（
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
連

合
）
と
い
っ
た
、
産
業
間
格
差
の
是
正
の
観

点
も
賃
上
げ
理
由
に
あ
げ
る
組
織
も
あ
っ
た
。

　

賃
金
以
外
の
重
点
項
目
も
あ
げ
て
も
ら
っ

た
と
こ
ろ
、
企
業
内
最
賃
協
定
の
締
結
や

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
、
非
正
規
労

働
者
の
処
遇
改
善
な
ど
が
主
に
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、
運
輸
労
連
は
定
年
延
長
に
取
り
組

み
、「
六
五
歳
ま
で
の
定
年
延
長
を
基
本
と
し

た
雇
用
延
長
制
度
の
確
立
・
改
善
と
と
も
に
、

公
的
給
付
組
み
入
れ
額
相
当
分
の
底
上
げ
に

つ
い
て
労
使
協
議
を
求
め
る
」
と
し
て
い
る
。

企
業
別
労
組

　

企
業
別
労
組
で
回
答
を
寄
せ
た
一
四
組
織

の
所
属
業
種
は
、
道
路
貨
物
、
鉄
鋼
、
電
機

＝
二
組
織
、
自
動
車
、
電
力
、
一
般
機
械
＝

二
組
織
、
造
船
重
機
、
非
鉄
、
ゴ
ム
、
建
設
、

繊
維
、
陶
業
で
あ
る
。

　

企
業
別
労
組
に
は
ま
ず
、
今
次
交
渉
で
賃

金
カ
ー
ブ
維
持
分
（
賃
金
構
造
維
持
分
、
定

昇
相
当
分
な
ど
）
の
確
保
の
ほ
か
に
、
賃
上

げ
分
（
ベ
ア
分
、
賃
金
改
善
分
、
格
差
是
正

分
な
ど
）
を
要
求
す
る
予
定
か
ど
う
か
を
尋

ね
た
。
結
果
は
、
回
答
し
た
一
四
組
織
の
う

ち
、二
組
織
（
ゴ
ム
と
建
設
）
が
「
賃
金
カ
ー

ブ
維
持
分
の
み
要
求
す
る
」
と
し
、
残
り
の

一
二
組
織
が
「
賃
上
げ
分
も
要
求
す
る
」
と

回
答
し
た
（
図
表
１
）。

　

具
体
的
な
賃
上
げ
要
求
内
容
に
つ
い
て
、

い
く
つ
か
の
回
答
内
容
を
み
る
と
、「（
定
期

昇
給
分
を
含
め
て
）
七
八
〇
〇
円
（
二
・
二

六
％
）」（
内
訳
は
定
期
昇
給
五
三
〇
〇
円
、

賃
金
増
額
と
賃
金

改
善
で
二
四
〇
〇

円
な
ど
）（
道
路
貨

物
）、「
組
合
員
一

人
平
均
で
一
万
一

三
〇
〇
円
を
要
求
。

う
ち
賃
金
制
度
維

持
分
は
七
三
〇
〇

円
と
す
る
」（
自
動

車
）、「
過
年
度
物

価
上
昇
分
一
・

〇
％
分
、
生
活
改

善
分
と
し
て
〇
・

五
％
分
を
目
安
に

要
求
を
組
み
立
て

る
方
向
」（
一
般
機

械
）、「
組
合
員
一

人
平
均
の
賃
金
引

き
上
げ
原
資
と
し

て
三
一
八
〇
円
を

要
求
（
組
合
員
平

均
基
礎
給
の

一
％
）」（
繊
維
）

な
ど
と
な
っ
て
い

る
。

消
費
税
率
ア
ッ

プ
は
主
要
理
由

に
な
ら
ず

　
「
賃
上
げ
分
も

要
求
す
る
」
と
回

答
し
た
一
二
組
織

に
対
し
て
、
そ
の

2

12

0

賃金カーブ維持分（賃金構造維持分、定

昇相当分など）のみ要求する

賃上げ分（ベア分、賃金改善分、格差是

正分など）も要求する

何も要求しない

10

10

7

6

5

4

4

3

2

2

1

0

0

0

0

0

0

物価の上昇

上部団体の方針

日本全体の景気動向

組合員のやる気を向上させるため

企業収益の改善・向上

消費税率の引き上げ予定

同業他社・他組合の動向

優秀な人材の確保

職場の繁忙

賃金カーブの歪みの是正

他産業や他社との賃金格差の改善

法人税減税（復興特別法人税廃止の見通し）

給与減税（所得拡大促進税制）

政府や経済界からの賃上げ要請

最低賃金の上昇

人事処遇制度を改定するから（するところだから）

その他

図表１　賃金カーブ維持分（賃金構造維持分、定昇相当分な
ど）の確保のほかに、賃上げ分（ベア分、賃金改善分、格差是
正分など）を要求する予定ですか。� （ｎ＝14　単位：回答数）

図表２　賃上げを要求する理由（賃上げ分を要求すると回答した組合のみ回答）
（複数回答　n=12　単位：回答数）
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理
由
と
し
て
当
て
は
ま
る
項
目
を
複
数
回
答

で
選
ん
で
も
ら
っ
た
。
結
果
は
図
表
２
の
と

お
り
、一
〇
組
織
が
「
物
価
の
上
昇
」
と
「
上

部
団
体
の
方
針
」を
あ
げ
、も
っ
と
も
多
か
っ

た
。
次
い
で
多
か
っ
た
の
は
「
日
本
全
体
の

景
気
動
向
」（
七
組
織
）
で
、
さ
ら
に
「
組
合

員
の
や
る
気
を
向
上
さ
せ
る
た
め
」（
六
組

織
）、「
企
業
収
益
の
改
善
・
向
上
」（
五
組
織
）

と
続
い
た
。

　
「
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
予
定
」
は
四
組

織
に
と
ど
ま
り
、
今
春
闘
で
も
、
基
本
的
に

過
年
度
物
価
上
昇
を
賃
上
げ
の
根
拠
と
す
る

組
合
側
の
姿
勢
は
基
本
的
に
変
わ
っ
て
い
な

い
と
言
え
る
。

　

一
時
金
の
要
求
方
針
で
は
、
業
績
連
動
方

式
が
六
組
織
あ
り
、
額
要
求
で
水
準
が
固

ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、「
年
間
一
括
一
四

〇
万
円
」（
道
路
貨
物
）、「
基
準
内
賃
金
の
六
・

八
カ
月
」（
自
動
車
）、「
年
間
一
人
平
均
一
八

五
万
円
」（
非
鉄
）
な
ど
と
い
う
回
答
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

　

年
間
一
時
金
の
要
求
内
容
の
昨
年
実
績
と

の
比
較
で
は
、
図
表
３
の
と
お
り
、「
昨
年
実

績
よ
り
多
い
」
が
四
組
織
、「
昨
年
実
績
と
同

じ
」
が
二
組
織
、「
昨
年
実
績
よ
り
少
な
い
」

が
一
組
織
、「
業
績
連
動
型
」
が
六
組
織
、「
そ

の
他
」
が
一
組
織
と
な
っ
て
お
り
、
企
業
業

績
の
回
復
に
伴
っ
て
要
求
を
増
額
し
た
組
織

が
多
い
。

政
府
か
ら
の
影
響
、「
ど
ち
ら
と
も
い

え
な
い
」

　

今
回
の
春
闘
で
は
、
交
渉
開
始
を
前
に
、

政
府
が
民
間
企
業
の
賃
上
げ
に
期
待
を
表
明

す
る
と
と
も
に
、
政
労
使
会
議
を
立
ち
上
げ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
に
関
す
る
文
書
を
確

認
し
た
。
政
府
の
賃
上
げ
期
待
・
要
請
が
春

闘
方
針
の
策
定
に
影
響
を
与
え
た
か
を
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
図
表
４
の
と
お
り
、「
影
響
を
与

え
た
」
と
の
回
答
は
二
組
織
に
と
ど
ま
っ
た

が
、「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
が
七
組
織
に

の
ぼ
り
、
判
断
す
る
こ
と
が
微
妙
な
回
答
結

果
と
な
っ
て
い
る
。

　

自
ら
の
組
合
な
ら
で
は
と
言
え
る
重
点
項

目
を
あ
げ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
あ
る
組
織

（
自
動
車
）
か
ら
は
、「
期
間
従
業
員
に
対
す

る
社
内
で
の
正
社
員
登
用
、
お
よ
び
正
社
員

化
に
つ
な
が
る
能
力
開
発
支
援
の
あ
り
方
な

ど
に
つ
い
て
の
議
論
を
会
社
に
求
め
る
」
と

の
回
答
が
あ
っ
た
。

（
調
査
・
解
析
部　

荒
川
創
太
）

4

2

1

5

1

昨年実績より多い

昨年実績と同じ

昨年実績より少ない

業績連動型

その他

2

5

7

影響を与えた

影響を与えなかった

どちらともいえない

図表３　一時金の要求内容の昨年実績との比較
（n=13　単位：回答数）

図表４　2014春闘方針を策定するにあたって、政府による賃
上げ期待・要請は影響を与えましたか� （n=14　単位：回答数）
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